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       南病棟チームカンファレンス記録


平成18年　9月　9日　（土）
司会者　玉木　良子　　　　記録者　清川　真澄
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 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。
＜連絡事項＞
・小笠原　政勝様　８０歳。本日14:00時、東Aユニットから南Dユニット２０１号室へ転入となっています。疾患名：びまん性レビー小体症、脳血管性認知症徘徊。徘徊、小刻み歩行で歩行不安定さあり、介助している。拒否的行動は見られない。主治医：田名部Dr．転倒、転落などの事故の無いよう見守り、観察をしていきましょう。
・９月３０日、当直医変更あり。
　９月３０日　　千葉Dr．→　窪田Dr．（当直）
１０月１日　　千葉Dr．→　窪田Dr．（日直）

　
＜食事ケア評価・検討＞
「Aユニット」

・榊　八重子様～現在、食事形態が全粥・ミキサー食となっています。本人の希望を聞いたところところ現在の形態を希望しているため、摂取状況（むせ込み・咀嚼・嚥下など）を観察し、問題ないようであれば本人と話し合いながら食事のアップを検討していきましょう。
・森越　義夫様～食事形態は常食となっているがむせ込み見られる。本人と食事形態について話し合っているが現在の形態を希望しています。むせ込み続く場合は再度、本人と話し合い食事形態の変更を検討していきましょう。
「Bユニット」
・田中　清様～右手が思うように動かないため、左手でスプーンを持ち食事摂取されています。全体的に動きが鈍くなっており摂取に時間を要しているため、体力の消耗により事故へのリスクが高くなるので、３０分以上かかる場合には介助にて摂取していただくようにしましょう。
・峰田　満男～動作緩慢で食事に時間かかっているため、半介助を要している。引き続き
　　　　　　　見守り、介助をし経過観察していきましょう。
※C/Dユニットは次回の評価・検討とする。

